
日
本
教
育
史
・
上
の
手
習

高
　
橋
　
俊
　
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
九

　
　
書
意
本
の
流
布
に
件
な
ひ
、
南
北
朝
頃
に
至
り
、
更
に
往
詣
本
が
第
二
二
化
を
し
て
み
る
。
從
來

　
の
往
送
本
は
手
紙
の
模
範
を
示
し
、
日
用
の
交
字
を
激
へ
、
留
字
の
手
本
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ

　
た
Q
新
し
い
往
二
本
は
更
に
手
紙
の
中
に
常
識
的
素
材
を
王
孫
す
る
こ
ご
を
目
的
ど
す
る
や
う

　
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
我
等
の
知
る
限
）
に
顧
て
、
新
形
式
の
も
の
は
山
面
往
來
が
最
も
古
い
。

　
．
奥
書
に
よ
れ
ば
、
癒
安
六
年
（
二
〇
三
三
）
梶
弁
門
下
の
實
嚴
僧
正
の
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
叡
山
に
於
け
る
三
密
の
學
者
で
あ
る
か
ら
、
山
密
言
忌
ε
云
つ
だ
も
の
ら
し
い
。
奥
書
に
は
「
爲
レ
慰
昌

　
　
　
ノ
　
　
テ
リ
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
ス
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
ニ
ク
マ
ヂ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
テ

　
小
信
懇
望
獲
綴
短
慮
富
商
章
回
℃
矧
胎
鳥
跡
於
魚
細
密
招
’
衆
ロ
於
一
身
拍
有
レ
恥
有
レ
悸
、
不
レ
可
レ
不
レ
秘
。
堅
禁
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ゾ
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
エ

　
室
中
品
莫
レ
戯
田
干
閣
外
幻
所
以
何
者
。
藩
翰
藻
之
賓
客
．
或
入
木
之
締
素
、
任
ソ
有
二
秀
逸
之
蹟
叫
須
レ
言
語
賎
才
之
訓
幻
確
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
シ
　
ア
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
カ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
テ

　
爲
．
實
理
勿
論
論
議
　
倉
他
彊
甘
從
。
唯
將
レ
使
三
門
略
意
智
之
小
篇
、
擬
渥
分
有
職
之
幼
學
乏
計
也
。
深
守
＝
此
捗

　
　
　
ユ
メ
ユ
メ

　
者
．
可
レ
蟹
來
葉
歎
。
努
力
。
」
ε
あ
る
の
で
、
著
作
の
趣
旨
は
明
瞭
で
あ
る
。
即
ち
有
職
を
學
ば
し
め
ん

　
こ
し
た
事
を
知
る
こ
ご
が
出
滞
る
。
有
職
ご
は
、
所
謂
「
有
職
故
實
」
の
有
職
で
あ
っ
て
、
慶
義
に
は
有

m－
　
　
　
　
　
日
本
書
下
史
上
の
手
脅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
五



　
　
　
　
　
叛
H
學
碑
…
究
　
麓
が
百
五
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
轟
ハ

恥
－
識
の
義
で
あ
る
が
、
こ
、
は
狡
い
意
昧
で
、
儀
式
類
の
慣
例
を
指
し
て
み
る
。
か
つ
勿
論
こ
、
の
有

　
職
は
朝
廷
や
武
家
の
有
職
で
な
く
、
寺
院
の
有
職
で
あ
る
。

　
　
從
來
の
往
來
ご
錐
も
、
常
識
を
敷
へ
て
る
る
。
筆
工
本
中
の
往
復
の
手
紙
で
、
一
方
か
ら
、
或
事
を

　
質
問
し
、
返
書
で
そ
れ
に
答
へ
る
形
式
の
往
來
を
護
む
ご
常
識
が
養
は
れ
る
Q
叉
、
そ
れ
以
外
の
種

　
類
の
手
紙
で
も
手
紙
の
内
容
に
よ
っ
て
は
常
識
を
養
ひ
う
る
Q
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
常
識
そ
の
も

　
の
を
主
ご
し
た
の
で
は
な
く
し
て
、
手
紙
の
作
例
例
へ
ば
照
會
文
な
ご
の
例
を
示
す
の
が
主
た
る

　
・
目
的
で
あ
っ
た
。
　
然
る
に
山
密
事
來
で
は
漸
く
、
算
用
文
た
る
の
特
色
を
失
ひ
、
手
紙
の
形
式
を
假

　
b
’
て
、
寺
院
に
於
け
る
故
實
を
知
ら
し
め
る
の
が
、
主
ご
な
っ
て
み
る
。
故
に
そ
の
文
は
從
來
に
比

　
し
て
著
し
く
長
く
な
り
、
内
容
は
刻
量
的
ご
な
る
。
つ
ま
り
一
種
の
常
識
讃
本
で
あ
る
。
手
紙
の

　
形
式
に
な
っ
て
み
る
の
は
只
手
紙
を
往
來
本
に
よ
っ
て
知
ら
し
め
よ
う
ε
し
た
從
來
の
風
習
が
、

　
稀
薄
に
な
っ
て
維
持
さ
れ
て
み
る
に
す
ぎ
な
い
。
列
畢
禮
往
來
は
更
に
二
つ
に
舜
け
る
こ
ご
が

　
出
來
る
。
山
密
往
來
は
十
二
月
往
來
の
系
統
を
追
う
て
、
十
三
箇
月
の
往
復
丈
ご
、
閏
十
二
月
の
往

　
復
文
ε
合
計
二
十
六
萢
の
手
紙
を
十
三
月
に
配
甘
し
、
外
に
課
売
文
二
通
を
牧
め
て
み
る
。
　
後
の

　
異
制
庭
訓
往
來
、
庭
訓
往
來
、
遊
學
往
來
、
新
撰
選
類
聚
認
識
は
こ
の
類
に
罰
す
る
。
異
制
庭
訓
往
來

　
は
庭
訓
往
來
よ
り
先
に
出
血
て
る
る
が
、
名
繕
は
後
の
も
の
で
あ
る
。
虎
醐
師
錬
の
作
と
傳
へ
ら
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れ
る
が
、
し
か
し
十
一
月
置
手
紙
に
京
の
五
山
の
｛
こ
し
て
天
龍
寺
を
墨
げ
て
る
る
G
　
天
龍
寺
は

貞
和
元
年
（
二
〇
〇
五
）
に
或
り
、
璽
年
に
虎
關
が
寂
し
て
み
る
か
ら
、
箸
者
ご
し
て
認
め
に
く
い
。
・
し
か

し
五
山
中
に
相
霊
寺
を
加
へ
て
る
な
い
か
ら
、
相
野
寺
を
五
山
に
加
へ
た
至
徳
三
年
目
二
〇
四
六
）
以
前

の
も
の
で
あ
る
。
叉
十
月
の
朕
に
連
歌
の
「
花
堂
新
式
」
を
説
い
て
み
る
の
は
、
慮
安
五
年
（
二
〇
三
二
）
二

條
良
基
の
作
っ
た
新
式
を
指
す
も
の
ら
し
い
。
し
て
み
る
ご
、
ま
つ
癒
安
五
年
か
ら
至
徳
三
年
ま

で
の
著
ら
し
い
〇
三
月
の
状
に
二
二
の
茶
が
宇
治
茶
よ
う
も
良
い
ε
記
し
て
み
る
の
も
、
此
の
書

が
室
町
初
期
歴
る
こ
嘘
を
示
し
て
み
る
。
こ
の
書
は
山
領
土
來
よ
り
は
一
履
刻
塞
的
で
あ
る
。

次
に
各
月
の
手
紙
の
内
容
の
大
要
を
表
記
し
て
見
よ
う
。
往
ご
復
ご
併
せ
て
、
一
つ
の
問
題
の
常

識
的
解
説
が
ま
ε
ま
る
の
．
で
あ
る
。

九七五三一一
月月月月月

十
一
月

測
本
数
育
史
上
の
手
窟

遊
戯
ご
男
能

茶
の
功
能
ご
そ
の
品
種

盗
に
醤
す
る
訓
戒
ビ
三
下
の
種
類

漢
學
ご
有
名
な
書
籍
の
名

作
詩
交
、
和
歌
、
連
歌

　
暉
寺
の
思
事
ε
無
法
　
　
十
二
月

十八六四二
月月月月月

饗
鷹
ε
酒
肴

香
の
功
能
こ
そ
の
品
種

武
の
激
訓
ご
武
器
の
種
類

書
滋
ご
習
字
の
心
得

管
粒
の
徳
と
樂
羅

輝
宗
以
外
の
法
曽
ご
佛
毅
の
勝
れ
た
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
毛
馬
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哲
學
研
究
　
第
百
五
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

　
月
順
に
常
識
を
野
曝
し
た
も
の
ビ
し
て
、
最
も
有
名
な
も
の
は
、
庭
訓
往
來
で
あ
る
。
異
制
庭
訓

管
玉
ピ
庭
訓
往
來
ご
の
二
者
を
比
較
す
る
ご
、
庭
訓
往
來
の
方
が
す
つ
ビ
通
俗
で
叉
下
品
に
な
っ

て
み
る
Q
例
へ
ば
遊
女
の
一
種
た
る
戯
事
を
あ
げ
た
り
、
裁
鋼
に
賄
賂
を
贈
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ご
説
い
て
み
る
。
丈
章
も
す
つ
ε
砕
け
て
み
る
。
又
往
々
本
は
概
し
て
手
紙
の
差
出
人
、
受
取

人
が
可
な
り
高
い
身
舜
の
者
で
あ
っ
た
の
に
比
し
て
、
庭
訓
混
血
で
は
登
信
、
受
信
入
共
に
身
分
が

低
く
な
っ
て
み
る
。
し
か
し
異
謡
本
ご
内
容
が
よ
く
似
て
み
る
の
で
、
庭
訓
往
來
は
異
卸
本
を
模

倣
し
だ
の
か
ご
も
思
は
れ
．
る
。
爾
本
書
の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
從
來
の
往
島
物
に
比
し
て
、
本
書

は
内
容
が
虚
し
く
武
家
的
で
あ
る
。
異
制
庭
訓
で
も
武
家
的
の
材
料
が
多
い
が
、
庭
訓
は
一
層
さ

う
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
特
色
か
ら
し
て
や
あ
ら
う
。
庭
訓
往
來
は
あ
ら
ゆ
る
往
血
中
最
も
贋

く
愛
用
さ
れ
π
。
古
前
本
の
今
日
に
侮
る
も
の
も
最
も
多
い
で
あ
ら
う
。
版
本
の
種
類
も
最
も

多
く
、
毘
版
年
月
．
出
版
所
の
蓮
つ
た
の
を
集
め
る
ご
、
石
川
謙
氏
の
凶
年
夏
頃
の
計
算
で
百
四
十
種

以
上
あ
る
さ
う
で
あ
る
。
往
孤
島
、
最
も
早
く
開
板
さ
れ
た
の
も
庭
訓
ら
し
い
。
織
田
信
長
の
頃
、

天
正
入
年
（
ニ
ニ
四
〇
）
に
四
冊
本
が
開
板
さ
れ
た
。
註
繹
も
各
種
柱
來
中
、
庭
訓
の
が
最
も
早
か
っ
た

ら
し
い
。
庭
訓
往
三
六
ε
い
ふ
の
が
、
そ
れ
で
あ
る
が
、
戦
國
時
代
の
も
の
ら
し
い
Q
庭
訓
往
來
の

月
毎
の
内
容
は
次
の
や
う
で
あ
る
。
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九七五四三一
月月月月月月

　
　
十
「
月

こ
の
中
で
、
入
月
に
は
裁
劉
に
解
し
て
二
通
あ
う
、
樹
も
う
一
通
だ
け
寒
竹
の
若
宮
墾
詣
を
報
知
す

る
手
紙
が
、
返
書
の
形
式
で
加
は
つ
て
み
る
。
往
復
が
具
備
せ
す
、
復
だ
け
し
か
無
い
事
は
往
來
本

と
し
て
珍
し
い
事
で
あ
る
。
か
つ
牌
軍
が
行
列
い
か
め
し
く
、
き
ら
び
や
か
に
塗
壁
し
た
ビ
言
へ

ば
、
庭
訓
往
摩
の
時
代
の
前
後
で
、
こ
れ
に
當
て
は
ま
る
事
件
を
探
す
ご
、
足
利
義
満
の
事
で
あ
る
ら

し
い
。
　
か
、
る
史
上
の
絡
段
な
事
件
を
、
露
鋒
の
中
に
掲
げ
る
こ
ビ
は
、
庭
訓
往
來
中
の
他
の
手

紙
の
内
容
ビ
あ
ま
り
に
不
賢
慮
で
あ
る
。
或
は
こ
の
手
紙
だ
け
、
後
に
附
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
ご
思
ふ
。
果
し
て
然
ら
ば
、
こ
の
事
を
以
て
こ
の
書
成
立
の
下
限
を
劃
す
る
事
が
出
來
る
。
近

時
、
こ
の
書
の
年
代
を
想
定
す
る
の
に
」
本
書
を
こ
の
事
件
以
後
の
も
の
、
即
ち
義
満
の
盛
時
以
後
の

　
　
　
H
本
教
育
史
上
の
手
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九

武
家
の
遊
戯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
　
花
見
ご
詩
歌

武
士
が
新
に
入
部
し
て
建
築
す
る
こ
ε

武
家
の
邸
宅
附
近
の
市
ε
各
種
の
職
業
ご
商
品

武
家
の
饗
癒
ご
酒
肴
　
　
　
　
　
　
六
月
　
武
の
難
訓
ε
武
器
の
種
類

儒
侶
の
服
装
　
　
　
　
　
入
月
裁
制
及
び
將
軍
の
若
宮
墾
詣
（
こ
の
月
だ
け
三
通
）

曜
宗
以
外
の
法
會
ご
佛
具
　
　
　
　
十
月
　
灘
寺
の
為
事
ご
用
具

　
病
ご
藥
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
月
　
任
國
ε
そ
の
事
務
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哲
學
研
究
　
第
百
五
十
哺
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
○

書
で
あ
ら
う
ε
す
る
説
も
あ
る
が
、
私
は
異
制
庭
訓
歯
応
以
後
、
義
満
の
盛
時
以
前
、
師
ち
南
北
朝
の

末
の
著
ご
し
て
罎
く
。
重
恩
玄
慧
法
師
の
薯
ご
言
は
れ
た
が
、
玄
慧
は
正
李
五
年
（
二
〇
δ
）
に
寂
し

て
み
る
か
ら
、
立
慧
の
作
せ
す
る
の
は
當
ら
澱
。

　
遊
學
宿
命
を
経
て
新
撰
類
聚
往
來
が
室
町
中
期
の
著
で
あ
る
が
、
列
爆
式
の
荘
重
に
達
し
た
も

の
で
、
各
手
紙
の
絡
に
、
官
位
、
馬
姓
、
名
乗
宇
、
絡
具
、
料
足
の
異
名
、
茶
名
、
直
近
、
珍
命
名
等
四
十
徐
種
の
軍

語
表
を
列
虚
し
て
る
る
。
時
に
簡
輩
な
る
説
明
も
添
へ
て
あ
る
。
恐
ら
く
、
そ
の
時
代
の
人
々
の

知
ら
ん
ε
し
π
事
物
の
斜
面
は
一
通
り
網
羅
し
て
み
る
で
あ
ら
う
。

　
こ
れ
ら
の
二
心
短
命
謡
本
の
剛
歯
形
こ
し
て
、
緊
密
高
嶺
以
來
の
通
形
で
あ
っ
た
月
毎
に
排
列

し
た
二
十
除
蓮
の
手
紙
の
中
に
常
識
を
羅
列
す
る
形
式
を
破
）
、
只
手
紙
用
の
語
句
、
短
丈
を
羅
列

し
て
常
識
を
養
ふ
や
う
に
工
夫
し
π
も
の
が
作
ら
れ
だ
Q
嘗
て
鎌
倉
中
期
に
菅
原
上
長
が
手
紙

用
の
短
文
を
集
め
て
消
息
詞
ε
い
ふ
往
來
を
作
っ
た
こ
ε
が
あ
る
。
　
こ
れ
ε
刻
暴
式
往
來
ご
を

折
衷
し
た
の
が
、
新
札
底
荷
で
あ
る
。
故
黒
川
鼠
常
道
氏
藏
本
に
は
「
康
暦
二
年
入
道
五
日
老
筆
眼
阿
」

定
奥
書
が
あ
っ
た
さ
う
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
雫
泉
博
士
の
説
か
れ
セ
如
く
、
血
眼
阿
彌
陀
佛
が
康

暦
二
年
（
二
〇
四
〇
）
に
著
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
・
素
眼
は
京
都
四
條
金
蓮
寺
に
住
し
書
溢
に
名
あ
る

入
で
あ
る
。
往
復
の
文
書
で
な
い
短
文
集
に
往
來
こ
い
ふ
の
は
、
を
か
し
い
の
で
あ
る
が
、
往
來
ご



　
い
ふ
名
総
が
廣
く
用
ひ
ら
れ
る
ご
共
に
、
往
復
の
形
式
を
備
へ
な
い
も
の
に
も
用
び
ら
れ
る
や
う

　
に
な
つ
π
の
で
あ
る
。
雑
筆
難
儀
は
新
札
往
來
の
形
式
を
襲
う
だ
も
の
で
あ
る
。
　
一
條
兼
良
の

　
尺
素
往
來
は
少
し
趣
を
異
に
す
る
が
、
や
は
b
新
札
渉
猟
型
の
も
の
で
あ
る
Q

　
　
室
町
中
期
に
至
り
、
往
縢
本
は
更
に
新
し
い
登
展
を
途
げ
た
。
僅
か
に
十
二
月
二
十
鉛
通
の
手

　
紙
を
含
む
一
部
の
書
て
あ
ら
ゆ
る
常
識
を
盛
る
こ
ご
は
不
可
能
で
あ
り
、
且
、
列
白
襲
往
來
本
の
手

　
紙
は
郵
亭
ト
｛
の
融
幌
鳩
範
ご
は
な
ら
な
い
。
　
こ
の
弊
を
購
遊
げ
る
爲
㎝
に
は
、
・
知
識
を
一
敏
へ
る
往
」
來
太
一
ご
．
手

　
紙
を
敷
へ
る
往
來
本
ご
を
分
離
す
る
の
が
、
適
切
で
あ
る
。
知
識
を
與
へ
る
の
に
も
、
一
部
の
往
來

　
本
に
常
識
一
般
を
説
か
う
ご
は
せ
す
、
内
容
を
專
円
に
分
科
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
か
ぐ
し
て
手

　
紙
專
門
の
往
博
物
ご
歴
吏
や
手
習
や
遊
藝
な
ご
の
知
識
を
分
科
的
に
教
へ
ん
ε
す
る
も
の
こ
に

　
分
れ
て
來
た
。
、
手
紙
専
門
の
往
來
本
は
十
二
月
半
來
か
ら
の
正
統
を
受
け
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。

　
　
手
紙
專
門
の
往
來
は
更
に
二
つ
に
分
れ
る
。
（
甲
）
古
い
手
紙
を
集
め
て
模
範
を
與
へ
ん
と
す
る

　
も
の
、
こ
れ
に
は
早
く
足
利
義
満
の
癒
永
十
年
頃
に
、
主
こ
し
て
鎌
倉
の
後
期
の
手
紙
を
集
め
た
十

　
二
月
消
息
が
あ
る
さ
う
で
あ
る
（
諜
響
無
難
）
。
次
に
説
一
富
士
野
往
事
も
こ
の
豪
で
あ

　
る
。
江
戸
時
代
の
初
慶
安
二
年
に
は
今
川
歌
、
義
経
の
腰
越
状
な
ざ
歴
史
的
絡
緒
の
あ
る
も
の
、
又

　
は
あ
る
ら
し
く
作
っ
た
も
の
九
遊
の
手
紙
（
し
か
し
そ
の
中
の
一
通
は
初
登
山
手
習
敷
愛
書
で
、
歴

鵬1
　
　
　
　
　
　
欝
本
数
育
更
上
の
手
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
一
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誓
學
研
究
錐
百
五
十
軸
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
二

三
ご
無
漏
係
で
あ
る
）
を
集
め
た
も
の
が
あ
る
Q
但
し
、
異
本
に
よ
っ
て
、
手
紙
の
数
ご
内
容
に
は
多

少
の
堰
減
が
あ
る
。
（
乙
、
新
し
く
手
紙
を
作
つ
穴
も
の
に
は
消
息
筑
豊
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
丈
明

＋
八
年
の
古
楽
本
が
あ
る
さ
う
で
あ
る
（
亭
泉
搏
士
こ
よ
る
）
。
朝
鮮
憲
三
管
化
五
年
（
我
要
明
黍
、
二
三
九
）
に
毘

來
だ
経
國
大
典
に
二
本
慧
智
繹
の
敷
科
書
を
列
賞
し
た
中
に
「
清
息
」
こ
い
ふ
書
目
が
あ
る
の
に
、
こ

れ
が
認
る
も
の
ご
す
れ
ば
、
濡
息
往
來
は
室
町
中
期
の
も
の
で
あ
る
。
月
順
に
手
紙
を
列
べ
た
も

の
で
、
江
戸
時
代
通
行
の
同
名
の
書
と
は
内
容
が
全
く
別
で
あ
る
。

　
知
識
を
分
科
的
に
藪
へ
ん
ご
す
る
も
の
で
、
先
づ
歴
史
類
で
は
、
富
士
野
往
來
で
あ
る
。
建
久
四

年
に
源
頼
朝
が
富
士
の
裾
野
で
窓
狩
を
し
た
事
件
を
松
野
の
手
紙
で
他
へ
通
信
す
る
形
式
に
な

っ
て
み
る
。
　
手
紙
は
假
作
で
あ
ら
う
。
　
こ
の
書
も
経
國
大
典
に
出
て
み
る
か
ら
、
室
町
中
期
以
前

の
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
曾
我
物
語
流
布
の
影
響
の
下
に
出
費
た
も
の
で
あ
ら
う
。
似
た
形
の

も
の
こ
b
て
、
江
戸
時
代
初
期
の
源
挙
挙
來
は
源
李
盛
衰
記
の
中
に
あ
る
書
翰
を
抜
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
目
前
の
戦
飢
を
材
料
ご
し
た
も
の
に
早
暁
概
消
息
ご
い
ふ
の
が
あ
る
。
下
働
後
十
一

年
払
に
西
下
筆
入
年
に
出
楽
て
る
る
。
こ
れ
ら
歴
・
史
類
は
手
紙
が
月
順
に
な
っ
て
み
な
い
。

　
茶
道
に
つ
い
て
は
喫
茶
往
來
ざ
い
ふ
の
が
あ
る
。
六
月
五
月
の
順
に
往
來
の
手
紙
が
四
通
並

べ
て
あ
る
。
元
來
十
二
月
そ
ろ
う
て
る
た
か
、
否
か
分
ら
な
い
。
玄
慧
の
作
ご
傳
へ
ら
れ
る
が
、
も



　
つ
ご
下
る
で
あ
ら
う
ご
言
は
れ
て
む
る
。
手
習
の
心
得
を
説
い
た
も
の
に
手
習
學
往
來
が
あ
る
σ

　
往
復
併
せ
て
十
二
通
の
手
紙
を
、
毎
月
に
配
當
し
た
も
の
で
、
駿
河
久
能
寺
の
紡
幸
町
都
ご
鎌
倉
時

　
代
末
の
藤
原
行
能
ご
の
贈
答
に
託
し
て
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
中
期
又
は
末
期
の
も
の
で
あ
ら
う
。

　
綾
里
書
類
從
に
学
風
膏
鷹
馬
脚
ビ
い
ふ
の
が
あ
る
。
戦
國
時
代
の
松
田
宗
岸
の
作
で
あ
る
こ
い

　
ふ
。
十
二
月
に
二
十
四
通
の
手
紙
を
配
即
し
て
あ
る
。
連
歌
に
は
會
席
戸
來
が
あ
る
（
磁
階
瀟
姻
蒲
姫
Y

　
分
科
的
の
往
來
に
、
ま
だ
地
理
的
な
も
の
、
事
業
的
な
も
の
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
江
戸
時
代
に
な
つ

　
て
出
※
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
戦
孚
や
手
習
や
茶
、
連
歌
，
鷹
狩
に
つ
い
て
の
分
科
的
往
來
の
先
づ

　
出
來
た
の
は
、
世
の
中
の
需
用
が
、
さ
う
な
っ
て
み
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
分
科
的
知
識

　
を
激
へ
る
の
に
も
、
や
は
り
手
紙
の
形
で
激
へ
よ
う
ビ
す
る
所
に
、
飽
く
ま
で
も
往
來
本
最
初
の
目

　
的
だ
る
習
宇
の
間
に
手
紙
を
敷
へ
よ
う
ご
す
る
目
的
が
墨
守
さ
れ
て
る
る
。
實
際
に
は
七
月
號

　
に
述
べ
た
如
く
鎌
倉
時
代
に
往
貸
本
で
な
い
も
の
が
用
ひ
ら
れ
、
室
町
時
代
に
も
、
今
川
欣
、
貞
永
式
．

　
目
、
蔓
穂
敏
、
董
子
敷
の
如
き
も
の
も
あ
る
が
、
全
禮
的
に
言
へ
ば
「
部
分
で
あ
っ
た
。
　
換
言
す
れ
ば
、

　
手
紙
を
習
字
す
る
事
に
よ
っ
て
、
初
等
敷
育
一
般
が
行
は
れ
て
る
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
十

　
戸
翻
っ
て
室
町
時
代
に
於
け
る
手
習
教
育
の
駿
態
を
見
る
に
、
當
時
の
敏
感
所
ε
言
へ
ば
、
九
分
九

鵬ユ
　
　
　
　
　
　
日
本
教
育
史
上
の
手
智
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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加
誓
學
研
究
　
　
肋
果
百
五
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
八
四

厘
ま
で
寺
院
で
あ
る
が
、
塞
上
口
義
軍
に
は
こ
れ
を
「
小
學
」
ご
厚
し
、
黙
雲
詩
聖
．
羊
雲
詩
聖
な
ご
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
こ

「
村
稜
」
ご
繕
し
、
鳥
部
山
物
語
に
は
「
物
學
ぷ
さ
う
ざ
（
精
舎
）
」
ご
言
っ
て
み
る
。
　
こ
れ
ら
の
寺
院
で
、
兇
即

ち
信
侶
に
な
る
希
望
の
あ
る
者
で
も
、
得
度
以
前
の
者
ご
、
僑
侶
こ
な
る
希
望
の
な
い
少
年
の
輩
こ

の
爾
者
に
俗
解
育
を
す
る
に
は
、
鎌
倉
時
代
ま
で
は
李
安
貴
族
の
や
う
に
早
撃
、
習
字
、
音
樂
、
和
歌
な

ご
を
學
ん
だ
も
の
で
あ
る
Q
例
へ
ば
李
難
壁
、
洛
西
の
仁
和
寺
の
守
畳
法
親
王
の
著
さ
れ
た
「
右
記
」
．

に
は
漢
學
を
生
ご
し
、
管
粒
を
第
二
ε
し
、
更
に
習
字
、
作
詩
文
、
和
歌
を
學
上
す
べ
き
事
を
説
い
て
あ

る
。
寺
院
生
活
で
あ
る
か
・
魁
將
來
四
界
に
な
る
希
望
の
者
は
勿
論
、
な
る
希
望
の
な
い
者
で
も
、
禮

舞
溺
経
を
さ
せ
る
が
、
少
年
の
問
は
佛
學
を
し
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
下
階
に
も
児
の
時
に
は

外
典
を
學
び
、
落
髪
の
後
に
は
内
典
を
嗜
む
べ
き
由
を
記
し
て
あ
る
。

　
然
る
に
、
鎌
倉
時
代
の
末
に
な
を
ご
、
音
樂
や
詩
歌
は
児
の
激
育
に
輕
ん
ぜ
ら
れ
て
來
た
。
鎌
倉

時
代
の
末
に
大
野
寺
に
入
寺
さ
れ
た
後
宇
多
法
皇
の
元
亨
元
年
に
書
か
れ
た
御
子
告
に
は
、
「
董
稚

之
初
－
…
先
数
俗
事
次
譜
論
悉
曇
字
母
、
内
典
要
丈
健
筆
則
千
字
交
、
百
詠
、
豊
野
、
和
漢
朗
詠
。
響
町
賞
所

宛
勅
學
一
也
。
其
後
一
史
、
一
書
、
文
選
、
必
可
レ
豊
野
之
鳶
レ
知
麦
塁
壁
レ
句
賦
詩
、
尤
爲
二
野
ご
　
ε
仰
せ
ら
れ
た

．
が
、
詩
歌
瞥
絃
を
排
斥
し
て
、
縄
に
「
至
　
干
詩
歌
管
絃
墨
壷
霧
、
若
輩
宝
寺
外
濠
難
乏
。
」
ご
仰
せ
ら
れ
た
。

守
畳
怯
親
王
も
後
宇
多
法
皇
も
潤
む
即
言
宗
の
俗
習
に
列
し
て
居
ら
れ
る
の
に
、
時
代
の
距
）
絃
」



　
こ
れ
だ
け
の
差
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
厨
じ
法
皇
が
元
享
四
年
六
月
十
二
日
に
定
め
ら
れ
た
「
定

　
遣
條
々
事
」
の
中
に
も

　
　
　
　
一
管
絃
事
、

　
　
　
　
法
雨
之
外
、
又
界
内
不
ゾ
可
レ
有
島
事
事
幻
少
生
志
繍
学
業
乏
温
飯
。
高
野
無
済
世
二
戸
々
無
二
習
知
桶
人
於
島
寺

　
　
　
　
外
一
可
レ
習
レ
之
。

　
と
仰
せ
ら
れ
た
ほ
ざ
で
あ
る
（
後
宇
多
法
皇
定
置
條
工
事
に
御
遺
告
よ
り
後
の
も
の
で
、
崩
御
の
前
々
日
に
書
か
れ
糞
も
の
、
仁
和
毒
藏
の
「
大
黒
寺
二
型
」
中
に
あ
り
、
今
、
本
文
に
密
宗
…
學
報
百
四
十
一
號
所
載
の
も
の
に
よ
る
）
。

　
室
町
初
期
の
遊
學
往
來
に
は
、
次
の
や
う
に
記
し
て
あ
る
Q

　
　
　
抑
詩
歌
．
管
絃
、
茶
、
香
、
連
歌
者
、
錐
レ
露
喪
上
之
風
下
ハ
翁
翻
身
嚇
始
群
衆
一
才
學
舶
手
習
臨
交
者
、
揚
レ
名
顯
レ
徳

　
　
　
基
也
。

　
　
し
か
し
手
習
は
寺
院
痙
攣
に
於
て
は
後
世
に
成
る
ほ
こ
重
ん
せ
ら
れ
た
。
室
町
時
代
で
も
、
大

　
寺
院
で
は
さ
う
で
も
な
い
が
、
大
禮
か
ら
言
へ
ば
、
手
習
の
み
か
、
叉
は
手
習
を
主
こ
し
て
、
そ
の
外
に

　
漢
學
な
ざ
を
併
せ
學
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
享
徳
四
年
（
一
二
一
五
）
戦
死
し
た
千
葉
介
胤
宣
は
、

　
若
い
時
、
下
総
金
剛
授
寺
の
中
納
言
坊
で
手
習
を
學
ん
だ
。
（
鎌
倉
大
草
紙
）
織
田
信
長
は
幼
少
の
時
、
名
古

　
屋
天
王
坊
へ
登
っ
て
手
習
を
し
た
（
認
見
駝
）
。
淺
井
長
政
は
そ
の
城
下
小
谷
の
内
の
清
水
谷
の
明

　
王
坊
へ
】
年
あ
ま
り
、
手
習
學
問
の
爲
に
寺
入
し
て
、
十
二
歳
の
時
呼
戻
さ
れ
た
（
淺
井
三
代
詫
）
。
　
徳
川

塒1
　
　
　
　
　
　
　
臼
本
数
育
更
上
の
手
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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哲
學
研
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第
百
鉱
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
六

家
康
は
幼
時
手
習
し
た
寺
に
つ
い
て
異
説
が
あ
っ
三
戸
し
な
い
が
成
は
三
河
の
法
華
寺
（
囎

細
隙
箏
灘
鰯
）
こ
い
ひ
、
叉
駿
府
傳
馬
町
与
野
院
（
武
感
編
年
集
成
）
だ
こ
も
言
は
れ
て
る
る
。
家
康
の
臣
、
榊
原
康

政
は
幼
時
能
見
の
松
癒
寺
で
習
字
し
π
（
白
埴
堂
先
生
臨
豪
同
）
。

　
文
學
上
か
ら
材
料
を
求
め
る
ご
、
狂
言
の
「
名
取
川
」
に
は

　
　
さ
る
お
寺
へ
墾
う
て
ご
ざ
れ
ば
大
児
ご
小
児
ご
手
響
を
な
さ
れ
て
ご
ざ
る
。

ご
み
軋
同
「
伊
呂
波
」
は
一
元
腺
版
本
で
は
四
十
八
字
の
廻
方
を
父
が
子
に
敷
へ
る
だ
け
の
内
容
で
あ

る
が
、
京
大
國
語
研
究
室
藏
寓
本
で
は
次
の
一
段
が
始
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な

　
　
亮
當
の
老
で
御
座
る
。
假
法
師
（
子
供
の
意
味
）
も
成
入
致
て
ご
ざ
る
政
綱
へ
の
ぼ
せ
手
習
を
致
さ

　
　
せ
ふ
ご
存
る
。
先
呼
出
し
串
付
ふ
。
か
な
法
師
有
る
か
。
そ
ち
も
大
分
成
濁
し
た
に
依
て
、

　
　
寺
へ
の
ぼ
せ
、
手
習
を
さ
せ
ふ
ご
思
ふ
が
、
何
ご
有
ふ
。
「
夫
は
一
段
ご
よ
ふ
ご
ざ
り
ま
せ
ふ
。

同
「
腹
不
立
」
は
、
田
舎
の
村
の
草
堂
へ
住
職
を
招
き
、
子
供
の
手
習
を
頼
む
筋
書
で
あ
る
。

　
天
交
二
年
（
二
一
九
三
）
の
最
ハ
光
院
紀
行
に
「
原
ε
い
ふ
所
の
庵
に
手
な
ら
ふ
人
の
量
あ
れ
ば
」
ε
あ
り
、

元
和
九
年
（
二
一
岡
三
）
安
樂
庵
策
傳
が
編
ん
だ
醒
睡
笑
の
窓
五
に
「
牡
丹
花
（
欝
柏
）
の
兇
に
て
机
に
か
、

う
い
か
に
も
し
ご
や
か
に
手
習
し
給
ふ
を
見
つ
け
云
々
。
」
又
「
入
質
ご
ほ
き
寺
あ
り
、
手
習
ふ
ε
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樽
入
あ
っ
ま
・
。
・
冬
手
な
ら
ふ
小
姓
（
寺
の
児
で
あ
る
）
四
五
入
あ
り
。
・
叉
「
手
な
ら
ふ
子
供
あ
ま
昇
平
に
、
坊



　
圭
云
々
」
な
ざ
、
寺
の
兜
は
殆
ご
手
習
に
限
る
や
う
な
有
襟
で
あ
っ
た
。
手
習
奪
重
の
結
果
は
、
塞
海

　
が
幼
時
寺
へ
上
っ
て
手
落
を
し
た
こ
い
ふ
傳
説
さ
へ
与
野
た
（
信
長
公
詑
二
十
四
）
。
尤
も
、
あ
ら
ゆ
る
寺

　
の
俗
弟
子
敷
育
が
手
燭
の
み
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
太
田
滋
灌
は
鎌
倉
五
由
で
三
年
間
學

　
問
し
た
が
、
彼
れ
の
右
に
出
る
も
の
が
無
か
っ
た
ご
い
ふ
の
は
（
永
享
記
）
漠
學
の
事
で
あ
ら
う
。
玉

　
木
吉
保
は
毛
利
家
の
一
武
士
で
あ
る
が
、
十
三
の
年
か
ら
勝
樂
寺
こ
い
ふ
眞
言
宗
の
小
寺
院
に
入

　
）
、
卜
書
習
字
を
主
ご
し
て
和
平
連
駄
謡
馬
術
を
少
々
學
ん
で
み
る
（
三
浦
博
士
の
「
羅
本
史
の
研
究
」
謬
照
）
。
稀
に
は
仙
篭

　
律
師
の
萬
葉
集
抄
に
よ
る
ご
、
仙
畳
は
施
術
も
學
ん
だ
や
う
で
あ
る
。
武
士
の
少
年
は
往
々
六
婚

　
三
略
の
類
を
寺
で
學
ん
で
み
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
む
く
一
般
の
事
で
は
．
な
く
し
て
、
｛
般
に
は

　
手
習
で
あ
っ
た
Q
蓋
し
寺
院
の
俗
弟
子
敷
育
が
進
む
ご
、
村
綾
ご
欝
す
る
如
く
、
或
は
前
記
狂
言
「
腹

　
不
立
」
の
示
す
如
く
、
田
野
の
小
寺
院
で
も
、
俗
弟
子
を
預
っ
て
敷
罪
し
た
。
信
侶
の
中
に
は
随
分
無

　
學
の
も
の
も
少
く
な
い
。
例
へ
ば
太
略
記
怠
九
に
は
、
六
波
羅
が
隔
落
し
て
、
賊
軍
が
束
國
へ
落
ち

　
た
時
、
日
野
資
名
卿
も
、
之
に
從
っ
て
下
っ
た
が
、
無
事
に
落
ち
る
こ
ご
が
出
郷
な
い
の
で
、
伊
吹
の
麓

　
で
武
士
は
皆
自
害
し
泥
か
ら
、
国
名
は
そ
の
邊
の
辻
堂
に
居
る
遊
行
の
儒
を
戒
師
に
頼
ん
で
、
出
家

　
し
た
。
そ
の
時
、
そ
の
信
は
「
流
縛
三
界
中
、
恩
愛
不
能
断
云
々
」
の
四
句
の
掲
を
忘
れ
て
、
「
汝
是
蓄
生
、
登

　
菩
提
心
」
ご
唱
へ
た
こ
い
ふ
記
事
が
あ
る
。
今
田
の
僧
侶
は
如
何
に
無
智
で
も
、
こ
の
四
句
の
掲
を

㎜1
　
　
　
　
　
　
　
紐
明
敏
育
吏
上
の
手
脅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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入

知
ら
な
い
者
は
な
い
ご
思
は
れ
る
ほ
ご
有
名
な
掲
を
知
ら
ぬ
も
の
も
、
南
北
朝
ご
ろ
に
有
っ
た
か

ら
こ
そ
、
こ
の
叢
説
も
登
生
し
た
の
で
あ
ら
う
。
無
學
な
信
の
例
は
、
沙
石
集
や
狂
言
記
に
樹
色
々

あ
る
。
か
、
る
無
官
な
僧
は
こ
て
も
、
漢
學
そ
の
他
を
敏
へ
る
カ
が
な
い
か
ら
、
手
早
く
簡
…
軍
に
敦

へ
う
る
習
字
を
専
ら
に
し
て
敷
育
し
た
こ
ご
で
あ
ら
う
。

　
一
面
に
は
、
七
月
號
に
述
べ
た
如
く
、
武
士
や
李
民
が
簡
易
な
敷
育
を
受
け
る
爲
に
、
手
習
に
走
り
、

憺
侶
も
、
李
絶
無
麗
な
者
は
手
習
し
か
激
授
で
き
な
い
の
で
、
天
下
の
寺
院
に
行
は
れ
た
俗
弟
子
激

育
は
主
ε
し
て
手
習
敷
育
の
み
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
に
於
け
る
敷
育
が
手
習
星
野
を
主
ビ
し
た
こ
と
も
，
こ
の
室
町
時
代
の
寺

院
敷
育
の
繊
綾
に
外
な
ら
な
い
。
但
し
今
ま
で
可
な
り
紙
数
を
費
し
て
來
た
か
ら
．
江
戸
時
代
の

寺
子
屋
に
お
け
る
敷
育
に
就
い
て
、
詳
述
す
る
こ
ご
は
後
日
に
譲
っ
て
、
こ
、
e
は
博
士
に
止
め
て

お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
十
【

　
普
通
の
考
へ
方
で
は
、
室
町
時
代
に
於
け
る
寺
院
の
俗
弟
子
教
育
が
養
遷
し
て
、
主
ざ
し
て
俗
人

が
初
歩
の
激
育
を
経
心
し
た
も
の
が
寺
子
屋
で
あ
る
ご
考
へ
ら
れ
て
る
る
。
江
戸
時
代
の
寺
子

屋
に
は
寺
院
経
螢
の
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
少
い
の
で
あ
る
Q
寺
院
の
敷
育
が
こ
う
し
て
俗
入



　
経
讐
の
學
稜
に
な
っ
た
か
ご
い
ふ
こ
ご
に
就
い
て
も
，
論
究
す
る
必
要
が
あ
る
け
れ
ざ
も
、
そ
れ
も

　
將
來
の
機
雷
に
謹
購
っ
て
お
き
た
い
。
兎
に
角
、
寺
子
屋
は
大
七
竈
入
経
讐
で
あ
っ
て
、
寺
院
で
な
い

　
の
に
寺
子
屋
ご
い
ひ
、
或
は
世
業
、
叉
は
寺
と
も
い
ひ
、
生
徒
を
寺
子
、
入
筆
を
登
山
、
寺
入
、
腱
罰
の
爲
に

　
禁
足
す
る
こ
ご
を
坐
麗
ご
い
ふ
が
如
き
は
、
室
町
時
代
の
寺
院
の
俗
弟
子
三
宝
ご
江
戸
時
代
の
寺

　
子
屋
敷
育
ご
の
吏
的
關
係
の
密
接
な
る
こ
ご
を
思
は
せ
る
の
に
十
分
で
あ
る
。
況
ん
や
、
人
口
の

　
割
合
に
寺
の
少
い
、
し
か
も
識
者
の
多
い
大
都
市
で
の
寺
子
屋
は
俗
人
経
馨
が
多
い
が
、
二
野
で
は

　
寺
院
の
も
の
が
多
い
や
う
で
あ
る
か
ら
、
一
履
爾
者
の
醐
係
の
深
い
こ
ご
を
思
は
し
め
る
に
足
る
。

　
　
又
江
戸
時
代
の
激
育
は
大
膿
に
儒
教
主
義
で
あ
り
、
政
治
も
儒
教
本
位
で
あ
っ
た
が
，
寺
子
屋
の

　
敷
育
は
、
佛
敷
台
又
は
室
町
時
代
の
藪
育
目
的
や
方
法
を
傳
へ
た
黙
が
多
い
。
　
そ
の
一
例
ご
し
て

　
江
芦
時
代
に
多
く
用
ひ
ら
れ
た
上
物
本
に
は
、
江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
が
大
物
を
占
め
て
ゐ

　
る
こ
ご
は
勿
論
で
あ
る
が
、
爾
室
町
時
代
又
は
そ
れ
以
前
の
も
の
も
可
な
り
用
ひ
ら
れ
て
る
た
・

　
庭
訓
往
來
、
貞
永
式
目
、
董
子
激
、
冷
語
激
な
ざ
が
そ
れ
で
あ
り
、
叉
作
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
で
あ
る

　
が
、
内
容
は
大
膿
に
古
い
手
紙
類
を
集
め
た
古
歌
揃
の
如
き
も
こ
、
に
数
へ
て
よ
か
ら
う
。
儒
激

　
的
な
溢
徳
主
義
の
盛
ん
に
行
は
れ
た
江
戸
時
代
に
於
て
、
庭
訓
往
來
が
あ
ら
ゆ
る
弾
傷
本
中
で
最

　
も
贋
く
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
風
俗
の
暗
黒
面
た
る
賄
賂
の
必
要
な
事
や
夜
獲
の
国
選
が
庭
訓

班l
　
　
　
　
　
　
　
H
本
教
育
更
上
の
手
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
津
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九
〇

二
二
中
に
書
い
て
あ
る
。
か
、
る
往
御
物
が
最
も
流
布
し
だ
激
科
書
で
あ
っ
た
こ
い
ふ
こ
ご
は
、

皮
肉
な
奇
怪
な
現
象
で
あ
る
。
　
つ
ま
り
寺
子
屋
は
そ
の
登
達
に
於
て
江
戸
二
代
の
も
の
で
あ
り

乍
ら
，
可
な
り
古
い
形
式
を
保
持
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
が
、
室
町
時
代
ご
同

工
に
、
そ
の
學
響
内
容
は
手
習
を
主
こ
し
且
手
習
の
手
本
が
往
來
本
で
あ
っ
た
事
は
、
い
ふ
ま
で
も

な
い
。
八
文
字
屋
本
の
世
間
子
息
氣
質
（
正
徳
五
年
）
窓
の
二
に

　
　
子
息
の
悪
筆
な
る
は
澄
聞
に
ご
ん
な
藝
が
あ
ら
う
が
、
見
落
さ
る
れ
ば
、
人
た
る
も
の
、
嗜
む

　
　
べ
き
は
第
一
に
筆
滋
修
行
云
々
。

ご
書
い
て
み
る
。
さ
す
が
儒
者
は
こ
ん
な
事
は
言
は
な
い
。
習
字
も
大
切
に
は
相
違
な
い
が
、
心

を
磨
く
徳
育
方
面
を
主
ご
し
て
、
知
育
に
も
」
徳
育
に
も
役
立
つ
べ
き
大
學
中
庸
論
語
な
ざ
の
儒
書

の
學
習
を
や
か
ま
し
く
拗
め
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
寺
子
屋
は
そ
れ
に
は
無
野
望
で
あ
っ
て
、
往
來

本
の
手
習
を
專
ら
行
は
せ
た
の
で
あ
る
。
故
に
江
戸
時
代
に
も
、
手
播
ご
い
ふ
語
を
「
初
歩
の
激
育
｝

ざ
い
ふ
語
の
代
）
に
使
つ
π
。
例
へ
ば
中
江
藤
樹
の
書
簡
中
に
「
歌
の
遣
は
や
つ
が
れ
が
ま
だ
手

習
は
ぬ
こ
ご
な
れ
ば
」
ざ
梗
っ
て
あ
る
。

　
又
往
來
本
の
流
行
に
連
れ
て
、
初
等
駿
育
の
敏
科
書
で
な
い
の
に
、
往
來
の
名
を
附
し
た
も
の
も

あ
る
。
脚
本
に
懸
飛
脚
大
和
豊
郷
ご
い
ふ
の
が
あ
り
、
十
返
含
一
九
に
は
商
壷
往
來
を
も
ぢ
つ
て
、



　
娼
馬
食
來
ご
い
ふ
の
が
あ
る
Q
女
大
學
も
一
種
の
往
來
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
擬
識
し
た
遊
女
大

　
學
ご
い
ふ
の
も
あ
る
。

　
　
し
か
し
江
戸
時
代
は
三
百
年
近
く
泰
李
が
戦
き
、
厳
育
も
盛
ん
に
行
は
れ
た
か
ら
、
寺
子
屋
が
都

　
鄙
あ
ま
ね
く
行
は
れ
る
に
つ
け
、
寺
子
屋
敦
育
も
或
は
年
代
的
に
或
は
地
方
的
に
墾
遷
し
た
こ
ご

　
は
勿
論
で
あ
る
。

　
　
殊
に
具
騰
的
に
明
瞭
に
分
る
こ
ご
は
往
事
本
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
方
面
に
つ
い
て
は
、
理
學

　
博
士
岡
村
金
太
郎
氏
、
及
び
石
川
重
氏
が
多
く
の
往
版
本
を
集
め
て
深
い
研
究
を
し
て
居
ら
れ
る

　
か
ら
、
次
第
に
、
其
相
も
明
か
に
な
っ
て
來
た
。
こ
、
に
そ
の
大
要
を
述
べ
る
ご
、
室
町
時
代
に
す
で

　
に
往
來
本
は
手
紙
專
門
の
本
ご
、
知
識
を
分
科
的
に
授
け
よ
う
ご
す
る
も
の
ε
に
分
れ
て
來
た
事

　
は
前
に
記
し
て
お
い
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
ご
、
こ
の
二
方
向
に
戦
々
螢
達
し
て
來
た
。
手
紙
專

　
門
の
も
の
に
も
、
知
識
的
な
も
の
に
も
、
更
に
亜
種
の
小
形
式
に
分
化
し
て
行
っ
た
。
　
こ
れ
も
當
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
こ

　
の
こ
ご
、
思
は
れ
る
。
手
紙
専
門
の
も
の
に
は
、
風
月
往
來
や
、
知
古
往
來
、
は
つ
ね
往
凍
、
年
中
往
來
、

　
文
章
双
魚
等
の
外
、
何
々
用
交
章
、
何
々
書
状
鏡
の
類
が
多
く
出
來
た
。
　
こ
の
中
、
始
四
っ
は
江
戸
中

　
期
ま
で
の
も
の
で
、
十
二
月
往
來
式
に
な
っ
て
み
る
。
以
上
は
文
例
を
集
め
た
の
で
あ
る
が
、
主
ご

　
し
て
手
紙
用
の
語
句
を
集
め
た
も
の
に
は
、
消
息
往
來
、
丈
章
往
來
、
女
消
息
往
來
、
漢
語
往
來
の
如
き

鵬1
　
　
　
　
　
日
本
毅
育
奥
上
の
手
暫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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窺
－
　
が
色
々
作
ら
れ
だ
。
但
し
漢
語
往
來
は
維
新
後
、
漢
語
の
流
行
し
た
時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
明
治

　
七
年
の
作
で
あ
る
。

　
　
知
識
方
面
の
往
來
物
で
、
最
も
登
達
し
た
の
は
、
地
温
的
な
も
の
こ
、
難
業
的
な
も
の
ご
で
あ
る
。

　
蓋
し
太
卒
が
久
し
く
綾
い
た
の
で
、
各
種
職
業
が
登
達
し
、
京
、
大
阪
、
江
戸
等
の
大
都
會
が
獲
達
し
、
且

　
大
名
の
墾
勤
交
代
の
爲
、
或
は
商
業
の
登
達
し
た
爲
に
交
通
が
進
歩
し
π
爲
で
あ
ら
う
。
地
理
的

　
な
も
の
は
、
慶
長
十
七
年
（
二
二
七
二
）
に
間
宮
卒
次
が
駿
府
の
二
子
を
書
い
た
も
の
が
爲
本
で
傳
は
つ

　
て
る
る
。
そ
の
後
江
戸
往
來
（
一
名
自
遣
徒
來
）
龍
田
詣
、
日
本
往
還
、
洛
陽
往
信
、
難
険
往
來
、
都
名
所
往
來
、
京

　
内
障
、
海
津
往
來
、
隅
田
川
霊
芝
．
東
海
道
往
來
、
赫
撰
大
和
往
來
、
江
戸
方
角
，
中
仙
渣
都
路
雲
散
、
松
島
往

　
來
、
箱
館
往
來
等
の
類
か
ら
何
々
詣
の
類
ま
で
非
常
に
多
い
。
大
髄
に
一
地
方
の
往
來
が
先
づ
登

　
凹
し
、
次
に
、
各
所
古
蹟
を
巡
舞
す
る
何
々
詣
の
類
が
多
く
作
ら
れ
、
つ
い
で
東
海
蓮
往
來
、
如
き
、
交

　
遮
系
に
忙
し
π
も
の
が
登
達
し
、
維
新
以
後
、
挺
界
野
選
、
地
球
上
來
、
地
質
往
來
、
並
に
日
本
隠
避
及
び

　
府
縣
に
關
す
る
も
の
が
多
く
出
來
て
る
る
、

　
　
二
業
に
開
し
て
は
、
元
隷
年
間
に
京
の
堀
流
水
軒
ご
い
ふ
明
野
師
匠
が
作
っ
た
商
驚
愕
來
が
あ

　
る
。
　
つ
い
で
諸
職
往
來
、
農
業
往
來
、
百
姓
古
市
、
大
工
番
匠
往
來
鳳
な
ざ
が
出
來
、
そ
れ
が
分
化
し
て
、
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
が
た

　
屋
往
來
、
本
屋
往
來
、
萬
作
往
來
（
一
名
、
飢
僅
心
得
種
）
。
養
慧
往
還
、
地
方
業
晒
等
ご
な
り
、
商
品
、
名
産
を
内
容



　
ご
し
た
諸
國
名
物
往
來
、
江
戸
名
物
往
來
、
呉
服
往
來
、
重
寳
衣
服
往
來
の
類
が
作
ら
れ
．
維
薪
以
後
．
に

　
は
、
農
工
商
の
組
織
方
法
が
大
礎
化
し
た
の
で
、
萬
國
商
責
往
來
、
泌
界
産
物
往
壌
、
萬
國
新
商
責
往
來
、

　
改
正
農
業
往
來
、
…
開
化
農
商
往
來
、
改
正
諸
職
往
來
な
ご
が
出
來
た
。

　
　
そ
の
他
、
敷
磯
物
に
は
、
鎌
倉
時
代
に
酵
母
た
ご
思
は
れ
る
實
語
数
、
董
子
数
等
は
純
粋
の
往
來
本

　
に
数
へ
難
い
が
、
室
町
時
代
に
は
、
古
弊
揃
の
中
の
一
蓮
た
る
初
登
山
手
習
駿
猟
書
が
あ
っ
た
。
江

　
戸
時
代
で
も
手
紙
型
で
な
い
も
の
が
多
く
、
輝
輝
の
往
來
ご
し
て
は
比
較
酌
少
な
か
っ
た
が
、
そ
れ

　
で
も
金
準
往
來
、
立
身
往
來
、
世
話
宇
塁
砦
、
孝
行
往
來
、
養
育
往
來
な
ご
少
く
な
い
。

　
　
歴
史
類
ビ
し
て
は
江
戸
前
期
で
は
、
大
膿
富
士
野
予
算
叉
は
古
歌
揃
式
の
も
の
で
手
紙
を
集
め

　
淀
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
多
く
は
源
卒
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
が
隻
元
職
ご
ろ
太
卒
園
讃
の
流

　
行
ず
る
に
つ
れ
て
、
太
筆
記
忠
臣
往
事
ご
て
、
太
筆
記
の
手
紙
を
集
め
た
も
の
が
出
來
た
。
そ
の
後

　
世
人
は
漸
く
國
膿
に
つ
い
て
自
畳
め
、
鞘
管
研
究
に
趣
味
を
も
ち
些
し
淀
ε
見
え
て
、
吏
的
事
項
を

　
叙
述
し
た
天
母
御
「
代
読
來
、
弓
勢
爲
朝
往
來
の
類
も
作
ら
れ
た
。
幕
末
に
は
奪
王
論
の
影
響
で

　
南
朝
忠
臣
往
來
が
作
ら
れ
た
。

　
　
そ
の
他
、
名
頭
の
・
如
く
丈
字
を
集
め
た
も
の
や
、
年
中
行
事
、
法
事
、
禮
法
、
宗
激
的
の
内
容
を
持
つ
往

　
來
な
ご
各
方
面
に
分
化
し
て
み
る
。
数
種
の
往
來
を
集
め
て
一
冊
ご
し
た
も
の
も
江
戸
中
期
か

恥ユ
　
　
　
　
　
ロ
本
教
育
奥
上
の
手
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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哲
學
研
究
第
百
五
十
｛
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
欝
欝

ら
色
々
繊
來
て
る
る
。

　
こ
れ
ら
内
容
上
の
壷
振
ご
共
に
形
式
方
面
か
ら
、
応
化
獲
展
を
考
へ
て
見
る
ご
、
室
町
時
代
ま
で

の
往
來
は
、
い
か
に
和
習
を
帯
び
て
も
、
ご
に
か
く
漢
文
で
あ
る
、
恐
ら
く
声
名
交
り
の
は
無
い
ご
思

ふ
が
、
江
戸
時
代
に
な
る
ご
、
早
く
か
ら
假
名
交
り
の
文
が
出
來
た
。
往
來
本
は
往
來
ご
名
の
つ
く

だ
け
の
も
の
が
五
百
種
以
上
あ
る
ご
言
は
れ
、
刊
行
叉
は
著
作
年
月
の
不
明
な
も
の
が
少
く
な
い
。

古
い
ほ
ど
不
明
な
の
で
、
真
名
交
り
文
の
最
初
は
黒
本
か
、
ち
よ
つ
ご
蓮
忘
し
に
く
い
が
、
江
戸
初
期

で
か
な
り
古
い
ご
思
は
れ
る
風
月
心
急
、
年
中
往
來
、
は
つ
ね
往
來
の
如
き
は
、
す
で
に
記
名
交
り
に

な
っ
て
み
る
。
し
か
し
江
戸
時
代
ε
て
漢
文
の
も
の
も
あ
る
Q
消
息
専
門
の
も
の
で
言
へ
ば
文

章
双
魚
な
ざ
は
、
表
題
の
い
か
め
し
い
や
う
に
、
中
は
漢
文
で
あ
る
。
歴
史
類
は
古
い
手
紙
を
集
め

た
の
が
多
い
か
ら
、
ご
う
し
て
も
漢
交
の
消
息
で
あ
る
。

　
ε
こ
ろ
が
手
紙
専
門
の
も
の
は
、
永
く
維
新
後
ま
で
二
丈
に
し
ろ
、
假
名
交
り
文
に
し
ろ
、
候
交
で

あ
る
が
、
他
の
知
識
専
門
の
も
の
は
、
次
第
に
候
文
で
な
く
な
っ
た
。
普
通
の
芸
濃
で
綴
っ
て
あ
る
。

有
名
な
も
の
で
は
商
責
往
直
な
ご
が
そ
の
古
い
も
の
で
あ
る
。
普
通
文
で
は
七
五
調
の
が
可
な

b
あ
る
。
東
海
道
往
來
の
如
き

　
　
　
　
　
　
い
　
そ
　
じ

　
　
都
路
は
　
五
＋
次
除
う
に
三
つ
の
宿
　
時
得
て
さ
く
や
江
戸
の
花
　
高
畠
な
る
繍
損
や
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や
が

　
　
頓
て
こ
え
來
る
河
崎
の
　
軒
端
並
ぶ
る
紳
奈
川
は
　
云
々

こ
い
ふ
交
膿
で
あ
る
。
こ
れ
は
暗
諦
に
便
に
し
た
爲
に
違
ひ
な
い
。
こ
、
に
至
っ
て
、
全
く
往
來

の
本
義
か
ら
脱
す
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
っ
江
戸
時
代
で
は
、
往
來
本
が
多
く
作
ら
れ

た
の
で
、
そ
の
中
に
、
い
つ
し
か
書
方
手
本
た
る
目
的
を
捨
て
、
只
工
む
爲
の
中
畑
本
も
印
刷
さ
れ

る
や
う
に
な
っ
た
。
護
む
だ
け
の
爲
な
ら
、
必
ず
し
も
大
字
に
印
刷
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
小
字

で
、
從
っ
て
版
の
大
さ
も
小
さ
い
も
の
が
作
ら
れ
る
や
う
に
な
る
。
　
始
は
美
濃
剣
聖
か
艶
紙
制
大

で
あ
っ
た
が
、
江
戸
中
期
か
ら
切
り
劉
ご
繕
し
て
、
牢
紙
宇
切
大
の
も
の
が
出
域
た
。
岡
村
博
士
の

説
に
よ
る
ご
寳
暦
八
年
（
二
四
天
）
太
李
江
戸
往
変
骨
盤
平
々
蠣
の
》
い
ふ
の
が
切
り
劃
で
毘
版

さ
れ
た
始
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
習
字
以
外
に
、
次
第
に
讃
方
科
が
濁
照
し
て
來
た
の
で
あ
る
。
激
育
が
進
ん
で
來
れ
ば
、

手
習
だ
け
で
、
人
間
の
数
育
全
部
が
出
來
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
習
宇
以
外
の
他
の
學
科
目
が
脅

字
以
外
に
猫
早
し
て
く
る
の
は
躍
然
で
あ
ら
う
。
そ
の
第
一
歩
こ
し
て
船
方
科
が
濁
立
し
た
の

で
あ
る
。
但
し
作
文
，
地
理
．
歴
史
、
實
早
早
の
内
容
を
含
ん
だ
習
宇
が
行
は
れ
た
こ
同
様
に
、
讃
方
も

こ
れ
ら
ε
同
じ
内
容
を
含
ん
で
み
た
Q

　
し
か
し
こ
の
運
動
は
有
識
者
の
窟
畳
ご
か
、
政
府
當
局
の
考
へ
に
な
る
も
の
で
な
く
、
寺
子
屋
経

　
　
　
臼
玉
教
育
史
上
の
手
習
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
五
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一
望
研
究
第
百
五
十
一
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

馨
者
又
は
こ
れ
よ
り
若
干
勝
れ
て
み
る
ε
し
て
も
、
徐
り
大
差
の
な
い
程
度
の
學
問
し
か
な
い
往

來
本
作
者
i
往
來
本
作
者
も
色
々
あ
っ
て
尺
素
彼
來
の
著
者
一
條
楚
良
の
如
き
碩
学
も
功
る

が
、
大
抵
は
有
力
な
る
二
者
の
作
で
は
な
か
っ
た
一
i
こ
れ
ら
の
人
々
の
群
集
心
理
か
ら
生
れ
た

馳
駅
で
あ
っ
た
。
優
秀
な
一
個
入
の
膚
慣
せ
る
運
動
ε
も
な
く
、
又
は
幕
府
院
政
者
の
敷
育
政
策

か
ら
生
れ
た
運
動
で
も
な
い
か
ら
、
一
般
天
下
の
寺
子
屋
を
動
か
す
に
到
ら
す
、
實
際
の
寺
子
屋
は

明
治
の
初
ま
で
、
師
ち
學
制
頒
布
ま
で
、
依
然
ε
し
て
蕾
の
如
く
、
手
習
を
主
ご
す
る
か
、
或
は
手
習
の

み
を
敷
些
し
π
も
の
が
多
か
っ
た
。
手
習
以
外
に
護
方
を
濁
立
さ
せ
て
、
所
謂
漢
籍
の
素
護
な
ざ

を
激
へ
た
寺
子
屋
も
固
よ
り
有
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
寺
子
屋
の
一
部
で
あ
っ
た
。
か
っ
こ

れ
ら
の
手
習
以
外
の
科
目
を
激
へ
る
寺
子
屋
で
も
手
留
が
主
で
あ
っ
た
こ
ご
ば
漸
思
し
て
差
支

が
な
い
で
あ
ら
う
。
完
（
昭
和
三
年
九
房
）

附
記
　
七
月
號
に
に
庭
訓
往
來
の
製
作
年
代
た
足
利
四
代
将
軍
義
持
ご
ろ
ミ
書
い
て
お
い
距
。
こ
れ
匠
近
時
一
部
の
學
者

の
説
に
よ
つ
敦
の
で
あ
ろ
が
、
今
の
予
の
考
に
本
號
八
○
頁
に
説
い
六
蓮
り
で
あ
る
か
ら
、
七
月
號
な
訂
正
し
て
お
く
。


